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一
般
の
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分館役員のみなさん

　令和８年度の公民館事業がスタートしました。分館役員のみなさん、本館専門部のみなさんを紹介します。

（敬称略）

令和8年度 坂城町公民館事業スタート！

分　館 分館長 副分館長 文化部長 体育部長 広報部長

鼠　 宿 赤池　　篤 片桐　公一 赤池　洋夫 上原　哲夫 齊藤　信二

新　 地 沢﨑　茂実 細川　勝好 山本　　朗 沢﨑　修一 菊田　甫之

金　 井 塩入　郁夫 栗田　智之 岩橋　　優 前澤　章宏 冨山　英樹

入 横 尾 成沢　博文 神林　賢一 西澤　　務 滝沢　利憲 浅井　隆志

町 横 尾 中村　宏幸 川島　善幸 関　　和弘 池田　明生 竹内　　慎

泉 佐々木靖雄 中村　寿雄 中村　寿雄 伊藤　　聡 吉原　好文

中 之 条 池口　瑞樹 栁澤　憲志
髙橋　正行 村西　陽子 橋本　　昇 石井　賢治

四 ツ 屋 岸田　幸一 山田　徳夫 守屋　健作 林　　隆行 竹鼻　裕司

戌 久 保 永井　隆博 竹内　　豊 ― 手塚　朋大 辰野　淳子

御 所 沢 小宮山俊夫 柳澤　一男 塩野入浩子 宮澤　和宏 林　　美子

田　 町 宮下　啓司 滝沢　幸男 宮下　琴美 今井　幹矩 中島　　悠

横　 町 塚田　　薫 宮下　秀陣
宮原　　司 宮﨑　義也 池田　裕宣 宮下　秀陣

込　 山 常泉　光洋 小日向恒穂
片桐　拓磨 吉沢　雅弘 北村　浩一 岩淺　和仁

立　 町 高山　秀雄 久　　聡紀
宮入　　陽 立野　慧子 兒玉　芳明 若林　治人

旭 ケ 丘 青木　建治 長谷川敏行 森垣　正代 長谷川敏行 井上　敬子

南 日 名 海野　幸治 金子　保典
海野　政義 植木　正弘 小宮山貴久 植木　正弘

北 日 名 西澤　喜幸 中沢　利光
中澤　啓吾 園原　哲也 関　　哲也 西澤　英司

日 名 沢 佐藤　修一 丸山　岳志 萩原　研斗 春日　利徳 荻原　康子

大　 宮 小宮山正憲 田原　茂樹 吉﨑　博明 布施　五郎 池田　文夫

新　 町 中澤　弘幸 池田　浩希 清水　浩樹 古谷　真弓 清水　浩樹

坂　 端 髙橋　　昇 竹内　博子 髙橋　祐次 髙橋　　貴 大久保美紀

苅 屋 原 千野　　博 小出　彰久 岸部美智代 西村　正国 酒井　博司

網　 掛 宮崎　昭二 金子　　司 朝倉三智雄 宮原　健史 浅野井　靖

上 五 明 師田　秀喜 滝沢　元紀
滝沢　敏之 藤井　博美 石間　　笑 近藤　　滋

上　 平 村田　牧男 柳澤　定則 山辺　浩志 竹内　直子 朝倉　一樹

小　 網 赤池　邦浩 玉井　秀一 山崎　　了 西澤　茂盛 吾妻　敏光

月　 見 柳沢　友紀 高島　晴夫 瀬在　恵一 神田　徳幸 島田　俊一

 専門部は、町公民館の事業をそ
れぞれ分担して企画立案し、公民
館運営の要として活動します。

　町公民館事業全体を検討し、
推進します。

　文化教養向上のため、文化
事業を企画・運営します。

　健康増進のため、体育事業を
企画・運営します。

　公民館報を編集し、発行します。

部　長　　柳沢　友紀（月　見）
副部長　　池口　瑞樹（中之条）
　　　　　塚田　　薫  （横　町）
　　　　　中澤　弘幸（新　町）

部　長　　山辺　浩志（上　平）
副部長　　植木　正弘（南日名）
　　　　　西澤　　務  （入横尾）
　　　　　守屋　健作（四ツ屋）

部　長　　春日　利徳（日名沢）
副部長　　宮澤　和宏（御所沢）
　　　　　伊藤　　聡  　（泉）
　　　　　宮原　健史（網　掛）

部　長　　菊田　甫之（新　地）
副部長　　近藤　　滋  （上五明）
　　　　　若林　治人（立　町）
　　　　　酒井　博司（苅屋原）
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